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       丹菊 逸治  編 

{. I. Miglut 口述 

１．採録の経過 

 2003 年 11 月 20 日～2004 年 1 月 19 日の 1 か月間、編者はロシア連邦サハリン州（サハリン島）に

滞在しニヴフ民族の言語・文化調査を行った1。2003 年 11 月 29 日～12 月 25 日までは同島中部のポ

ロナイスク市に滞在し同地域の方言調査を行った。当時、チルウンヴド在住の{liq Ivanova Miglut

氏がたまたま同地に滞在しており、12 月 1 日にポロナイスク市歴史博物館館長の Svetlana Sangi氏

より紹介を受けた。{. I. Miglut 氏はお孫さんの世話などでお忙しいところではあったが、こちら

がニヴフ語・ニヴフ文化に関して勉強中だと伝えると、協力を快諾してくださった。実は氏には 1999

年に千葉大学の撮影グループがチルウンヴドを訪れた際、調査に同席していただいている。しかしそ

のときは慌しくて話を交わす間もなく、名前すら確認出来ずじまいだった。その後チルウンヴドを何

度か訪れたが、氏とは会う機会がなかった。したがって今回が初めての共同作業である。 

 

２．口述者プロフィール 

 {liq Ivanova Miglut 氏は 1951 年ポトヴォ（チルウンヴド近郊）生まれの女性。父は Ty4vi4氏（シ

ャニヴォヌグン集団出身）、母は Miglut 氏（コイヴォヌグン集団出身）である。親戚筋からは有名

な文化伝承者を輩出している。父の影響か若干北部の方言語形が混じる。「母にまるでウイルタ人の

ような話し方をする子だといわれた」と笑っていた。現在はチルウンヴドに住んでいる。鉄分不足に

よる貧血に悩まされているが、それ以外はいたって健康である。 

 

３．テキスト作成の手順 

 現在では家庭内においてもニヴフ語が使用される機会は少ない。{. I. Miglut 氏も長いことニヴ

フ語を使用していなかったという。実際、編者の観察でも、ロシア語での会話中にしばしば単語・短

文レベルで用いられるだけでニヴフ語のみでの会話は非常にまれである。氏との作業当初もニヴフ語

がなかなか出てこなかった。しかし一週間ほどして 12 月 6 日に編者が持参した昔話の録音を聞いた

頃には大分慣れたようである。同日、本編の第１話（火の化け物に関する昔話）と第２話（小鳥に関

する昔話）の二つをニヴフ語で語っていただいた。12 月 9 日にはさらに、その聞き起こし原稿の校

正をしていただき、さらにいくつかの昔話をロシア語で語っていただいた。翌日 12 月 10 日にそれら

の昔話を今度はニヴフ語で語り、それを編者が直接ノートパソコンに打ち込む、という方法でテキス

                                                   
1 2003年度科学研究費補助金（基盤研究（B）（2））研究課題名「アイヌを中心とする日本北方諸民族の民具類を

通じた言語接触の研究」研究代表者 中川裕 による。 



ト化した。その際、氏には出来るだけ同時にモニター上で表記をチェックしていただいた。とはいえ

タイプしたのは編者であり、タイプミスや聞き誤りなどがあれば編者の責任である。12 月 16 日に最

後の昔話第７話（山中で拾った子供の昔話）をテキスト化して作業を終えた。 

 本テキストはこのようにして出来上がった。つまり昔話の語りを文字化したものではない。氏が目

前で文字化される様子を見ながら、さらには少しずつ修正しながら作り上げられたものである。昔話

の文体が用いられてはいるが、構成は書き言葉に準ずるものと考えるべきかもしれない。 

 

４．本テキストのジャンル 

 本テキストは t<ylgu5（トゥルグシュ）と呼ばれるジャンルで、おおむね日本の「昔話」に相当す

る。このほかに、サハリン方言地域では節つきで歌われる叙事詩 4astu5（ンガストシュ）がある。ま

た個人の体験談や伝説などは単に ke5「話」とよばれる。本テキスト作成時にはすべて{. I. Miglut

氏本人が t<ylgu5と呼んでいたが、第４話、第５話はどちらかというと ke5に近い内容である。第４

話は海での作業時の護符に関する話で t<ylgu5にしては内容が物語的でなさすぎる。第５話に具体的

な地名（ノグリキ）が出てくることなども通例の t<ylgu5 らしくない。しかし{. I. Miglut 氏本人は

トゥミ川中流の住人であり、海での具体的な習俗や、海辺の町ノグリキの山については知らない。い

ずれの話も伝聞であことが、t<ylgu5とみなされることと関係があるのかもしれない。 

 

５．ニヴフ語表記凡例 

 テキスト本文の表記はキリル文字表記、IPA 準拠の表記を併記した。前者は{. I. Miglut 氏の目前

で文字化したのち修正を加えてある。表記法は原則として 1991 年版のニヴフ語教科書 urla k</4「美

しい太陽」と同じである。ただし、ni[ni]と n;i[3i]を書き分けず共に niで表記してあるなど多少の異

同がある。現在までおそらく教科書のものが最も権威ある表記法と見なされている。しかし複数の教

科書がそれぞれ異なる表記法を採用し混乱が生じている。結果ニヴフ人の多くは各人ばらばらに折衷

的な表記法を用いている（厳密に統一されてはいない）。基本的には 1991 年版教科書と同じだが 1[6]

と 2[7]、ni[ni]と n;i[3i]、の書き分けはあまりなされない。また 8 はあまり用いられていない。1[6]

と 2[7]には音韻的な対立があるが、両方とも「符号付の g」と呼ばれ表記に混同が起きているようで

ある。結果、複雑な形をした文字 2 があまり用いられなくなっている。なお iの後では[n], [3]に対立

はなくなりともに/3/と発音されるので ni/ni/と n;i/3i/を書き分ける必要はない。逆に w/2/と 5/r5/に音

韻的な対立はないと考えられるが、書き分けようとする人もいる。本テキストのキリル文字表記では

現地の表記に出来るだけ沿ったが、1 と 2 は表記し分けた。w は用いていない。IPA 準拠表記では n

と n;はともに 3 で表記した。なお IPA 準拠表記と日本語訳は分かち書きおよび形態素の区切り（[-]

あるいは[・]で区切った）が対応している。形態素の順序が異なるなど日本語訳がつけにくい場合、

マーカーや挿入母音の位置を[ ]内で示した。（ ）は直前の形態素の機能を説明したものである。 



t5ylgur5 1.

昔話　１.

t<ylgu5 1.

1

vo 3aqr5 ru4 3iv1 caqr5 hunv-d-6un.

村　ひとつ　に　人　3つ　住んでい・た・[複数]。　

vo nq35 ru6 niv4 tq35 7unvd1un.

2

ytk hara ymk hara,

父　と　母　と、

ytk 7ara ymk 7ara,

3

in myckylk r5a0 e7l1 hara.

彼らの　小さな　女の　子供　と。

in myt;kylk 5a0 /2l4 7ara.

4

in e7l1 taf komi fi-r5 ler-d.

彼らの　子供は　家　のそば　にい・て　遊ん・だ。

in /2l4 taf komi fi5 lerd.

5

k5yr-1y p5-r5af to4 ju6-r, j-ymk ma jaq-rym-d.

お腹が空・いたので　自分の・家　に　入る・と、　彼女の・母は　干し魚　を切っ・て・い・た。

k<yr4y p<5af to6 [1r, jymk ma q3rymd.

6

j-e7l1 ma ek-r5 kymaha-r5 ma 6e-iny-r5

彼女の・子供は　干し魚　を欲しがっ・て　伸ばし・て　干し魚　を取・ろうとし・て

e2l4 ma /k5 kyma 7a5 ma 1einy5,

7

j-ymk j-er4 it-r5,

彼女の・母親は　彼女・に　言っ・て、

jymk er6 it5,

8

"tuko! 3i nappy ma jaq-d-ra."

「静にしなさい。私は　まだ　干し魚　を切っ・てる・のだよ。」

^tuko@ ni nappy ma q3dra.&

9

j-e7l1 kymaha-r5, cai ma 6e-iny-r5,

その・子供は　（手を）伸ばし・て、　干し魚　を取・ろうとし・て

e2l4 kyma7a5 tqi, ma 1einy5,

10

p5-r5amk jaq-r5, c5o4 pa tul8e.

自分の・手　を切っ・て、血がピュッと吹きだした。

p<5amk q35, ho6 pa tule.     

11

in r5a0 e7l1 qa6ui-r5 ikus to4 kuz-rym-d.

彼らの　女の　子供は　泣い・て　どこか　へ　出・て行ってしまいつつあ・る。

in 5ag /2l4 3a1ui5 ikus to6 kuzrymd.

12

j-ytk it-r5, "1ar5qaira, taf to4 r5or5pu-ja."

その・父が　言っ・て、「かわいそうに、家　に　連れて来い・よ」

jytk it5, ^4a53aira, taf to6 5o5puq.&

13

j-ymk kuz-r5, p5-e7l1 ola6-r5,

彼女の・母は　外へ出・て、自分の・子供　を呼ん・で、

jymk kuz5, p</2l4 ola15,



14

"olaa, p5-r5af to4 pr5y-ja.

「おおい、自分の・家　へ　来・なさい。

^olaa, p<5af to6 p5yq.&

15

j-e7l1 exs to4 vi-r5 ka6o-r5,

その・子供は　よその場所　へ　行っ・て　泣い・て、

e2l4 /xs to6 vi5 ka1o5,

16

j-ymk cai jola6-r5,

その・母は　再び　呼びかけ・て、

jymk tqi \lax5,

17

"olaa, pr5y-r5, ymk my3k momu-ja."

「さあ、来・て、　母の　おっぱい　を吸い・なさい。」

^olaa, pryr, ymk myn;k momuq.&

18

j-e7l1 kmir1 1aks mi ro4 ju6-r5 ka6ui-d.

その・子供は　ハマナスの　枝（やぶ）　の中　へ　入っ・て　泣いて・い・た。

e2l4 kmir4 4aks mi ro6 [15 ka1uid.

19

ka6ui-r5, p5-ymk ro4 it-d

泣いて・い・て、　自分の・母　に　言っ・た。

ka1ui5, p<ymk ro6 itd.

20

"3i ymk ro4 oska-d-ra,

「私は　母　に　怒ってる・のだよ、

^ni ymk ro6 oskadra,

21

3i ymk ro4 oska-d-ra."

私は　母　に　怒っている・のだよ。」

ni ymk ro6 oskadra.&

22

avjal zil zil

アヴヤル　ズィル　ズィル

av;ql zil zil

23

avjal zil zil

アヴヤル　ズィル　ズィル

av;ql zil zil

24

3i ymk my3k ro4 osqosqo-d

私は　母の　おっぱい　に　戻ってき（？）・た

ni ymk myn;k ro6 os3os3od

25

3i ymk my3k ro4 osqosqo-d

私は　母の　おっぱい　に　戻ってき（？）・た

ni ymk myn;k ro6 os3os3od

26

avjal zil zil

アヴヤル　ズィル　ズィル

av;ql zil zil

27

avjal zil zil

アヴヤル　ズィル　ズィル

av;ql zil zil



28

myckylk tevr5k mu-r5 pui-r5 vi-d.

小さな　小鳥　になっ・て　飛ん・で　行っ・た。

myt;kulk tev5k mu5 pui5 vid.

29

3iv-6un sik my-d-6un-ak,

人・々は　みな　聞い・た・[複数]・[強調]

niv1un sik myd1unak,

30

hu tevr5k tolv-ai-1y,

この　小鳥は　夏・になる・と、

7u tev5k tolvai4y,

31

kmir1 1aks mi fi-r5 ce-rym-d.

ハマナス　の（茂った）枝　の中　にい・て　さえずって・い・た。

kmir4 4aks mi fi5 terymd.

32

avjal zil zil

アヴヤル　ズィル　ズィル

av;ql zil zil

33

f8uc f8uc f8uc

フュチ　フュチ　フュチ

f[ut; f[t; [t;

34

f8uc f8uc f8uc

フュチ　フュチ　フュチ

f[ut; fut[ [t;

35

sik.

終わり。

sik.

2003. 12. 09

t5ylgur5 2.

昔話　２.

t<ylgu5 2.

1

azmc caqr5, caqr5 1a 1an6-t vi-1y

男が　3人、　3人で　動物　を獲り・に　行っ・て

azmt; tq35, tq35 4a 4an1t vi4y, 

2

in, 3iv1 3en, in aki, hu1 taf p5i-r5 hunv-ra, 

彼らの、　ひと　一人、　彼らの　兄が、　この　家　にとどまっ・て　い・て、

in, niv4 nen, in aki, 7u4 taf p<i5 7unvra,

3

asq men1 1a 1an6-t vi-ta, 

弟　二人が　動物を　獲り・に　行っ・て、

as3 men4 4a 4an1t vita,



4

in aki, tu6r5 iti-r5 hunvd. 

彼らの　兄は、　火を　見・て　い・た。

in aki, tu15 iti5 7unvd.

5

in 1a 1an6-tot pal ux, parv-ai-1y pr5y-d-6un. 

彼らは　動物　を獲っ・てから　山　で、　夕方・になっ・たので　来・た・[複数]。

in 4a 4an1tot palux, parvai4a p5yd1un.

6

p5-r5af to4 pr5y-1y, 

自分の・家　に　来・て、

p<5af to6 p5y4y,

7

1a 1an6 taf to4 pr5y-1y, 

動物　を獲る　小屋　に　来・て、

4a 4an1 taf to6 p5y1y,

8

in aki nappy, tai ruk6axa-r5, tu6r mi r5y-d. 

彼らの　兄は　まだ、キセル　をくわえ・て、火　の中　を見てい・た。

in aki nappy, tai ruk 1axa5 tu1r mi 5yd.

9

tu6r pa6ly, pa6ly, nappy u-d. 

火は　赤く、赤く、まだ　燃えてい・た。

tu1r pa1ly, pa1ly, nappy ud.

10

in c5aj ra-tot poz-1y, 

彼らは　お茶　を飲ん・でから　寝た・が、

in haj ratot poz4y, 

11

in aki 3en nappy hup-r5 tai ruk-r5 hunv-d. 

彼らの　兄　ひとり　まだ　座っ・て　キセル　をくわえ・て　い・た。

in aki nen nappy 7up5 tai ruk5 7unvd.

12

t5at1 ha-1y, in 1a 1an6-t vi-tot, 

朝　になっ・て、彼らは　動物　を狩り・に　行く・と、

t<at4 7a4y, in 4a 4an1t vitot,

13

in 1afq, nappy hymti-r5 hunv-d. 

彼らの　友は　まだ　そうし・て　い・た。

in 4af3, nappy 7ymti5 7unvd.

14

nappy q5odi-kav-r5, tu6r5 mi r5y-d. 

まだ　寝ることも・なく・て、　火　の中　を見てい・た。

nappy 3<odikav5, tu15 mi 5yd.

15

q5odi-kav-r5 hymti-r5 tu6r r5y-1y, 

寝・る・ことも・なく・て　そうし・て　火　を見ていた・が、

3<odikav5 7ymti5 tu1r 5y4y,

16

in ixlu-d, ja0u-r5, ja0u-r5 p5-r5af to4 vi-d-6un. 

彼らは　怖かっ・た、すぐに、すぐに　自分の・家　に　行っ・た・[複数]。

in ixlud, q0u5, q0u5 p<5af to6 vid1un.

17

p5-raf to4 ma7-tot, 3iv-6un k5er-d-6un. 

自分の・家　に　近づい・ていくと、　人・々　に話し・た・[複数]。

p<raf to6 ma2tot, niv1un k<erd1un.



18

pal do4 vi-1y, 

山　へ　行った・のだが、

pal do6 vi4y,

19

3iv-6un vopu-vopu-t pal do4 mar-d-6un. 

人・々は　集まり・集まりし・て　山　へ　行っ・た・[複数]（のだ）。

niv1un vopuvoput pal do6 mard1un.

20

in 1afq nappy hymti-r5 tu6r5 r5y-r5 hunv-d. 

彼らの　友は　まだ　そうし・て　火　を見・て　い・た。

in 4af3 nappy 7ymti5 tu15 5y5 7unvd.

21

そしてアシーナ（白楊）という木を（地面に）差し込んで

(osina tak ostavili)

22

tu6r milk sik in 1afq 1avrmi i37ar-d. 

火の　化け物の　体中を　彼らの　友が　背中に　突き刺し（？）・た。

tu1r milk sik in 4af3 4avrmi in;6ard.

23

in p5-vo ro4 ja0u-t kloi-t vi-d-6un. 

彼らは　自分の・村　に　急い・で　走っ・て　行っ・た・[複数]。

in p<vo ro6 q0ut kloit vid1un.

24

haim 3iv-6un it-d-6un, k5erai-d-6un. 

年とった　人・々は　言っ・た・[複数]、　話し・た・[複数]

7aim niv1un itd1un, k<eraid1un.

25

tu6r milk in 1afq i37ar-d

火の　化け物を　彼らの　友が　突き刺し（？）・た

^tu1r milk in 4af3 in;6ard&

26

sik.

終わり。

sik.

2003. 12. 09

t5ylgur5 3. "klul1i"

昔話　３．「クモ」

t<ylgu5 3. ^klul4i&

1

ty 1ynk r5a0 3en1 yc5x av-r5 hunv-d.

その　昔　女性が　一人　夫　と結婚し・て　暮らしてい・た。

ty 4ynk 5a0 nen4 yhx av5 7unvd.

2

ena-k 3iv1 av-iny-r5 k5yml-y-d.

他の者である　人　と結婚し・よう・と　考え・[挿入母音]・た。

/nak niv4 aviny5 k<ymlyd.



3

k5ym-y-l-fke, "tamci-1 p5-yc5x vykz-i-ny-d...."

考えた・[挿入母音]・が、「どうやっ・て　自分の・夫　を無く・なる・ようにする・のだ」

kymylfke, tamti4 p<yhx vykzinyd.  

4

klul1i opo-r5, als mi si-r5, c5o 6in vylk-r5,

クモを　採取し・て、草の実　の中に　入れ・て、　魚　と　混ぜ・て、

klul4i opo5, als mi si5, ho 1in vylk5,

5

p5-yc5x ar5-d, j-yc5x hu laz1 als 3i-r5 mu-d.

自分の・夫　に食べさせ・た、彼女の・夫は　この　まぜた　草の実　を食べ・て　死ん・だ。

p<yhx a5t, jyhx 7u laz4 als ni5 mud.

6

ja1 mu-1y, klul1i 6in j-yc5x ux amam-d-6un.

彼が　死ぬ・と、　クモ　も　彼女の・夫　から　歩いてき・た・[複数]。

q4 mu4y, klul4i 1in jyt;x ux amamd1un.

7

haim 3iv-6un it-d-6un,

年寄りの　人・々は　言っ・た・[複数]。

7ajm niv1un itd1un,

8

ja1 mam-6an, p5-yc5x ku-d, klul1i 6in jar-r5. 

彼の　妻だ・ということだ、　自分の・夫　を殺し・た、　クモ　も　食べさせ・て。

q4 mam1an, p<yhx kud, klul4i1in qr5.

9

sik

終わり。

sik

2003. 12. 10

t5ylgur5 4. "c54arur5"

昔話　４.　「チハルシュ」

t<ylgu5 4. ^h6aru5&

1

3iv-6un it-d-6un. 

人・々は　言っ・ていた・[複数]。

niv1un itd1un.

2

ker5q to4 vi-t, 1a 1an6-t vi-1y, 

海　へ　行っ・て、　動物　を捕り・に　行く・と、

ke53 to6 vit, 4a4an1t vi4y,

3

osq 1ac4 pr5o-r5 r5ori-d-6un. 

ウサギの　足　を持っ・て（？）　持って行く・[複数]。

os3 4at;x p5o5 5orid1un.

4

c54arur5-kun osq hlud-6un. 

チハルシュ・[複数]は　ウサギ　を怖がる・[複数]。

h6aru5kun os3 7lud1un.



5

osq 1amad9 6avr-6ai

ウサギの　皮が　無い・ときには

os3 4amad; 1avr1ai,

6

c54aror5-kun 3iv-6un tol mi ro4 6e-d-6un. 

チハロシュ・たち[複数]は　人・々を　海　の中　へ　取って行く・のだ・[複数]。

h6aro5kun niv1un tol mi ro6 1ed1un.

2003. 12. 09.

t5ylgur5 5.
昔話　５．

t<ylgu5 5.

1

3iv-6un ker5pur-d-6un. 

人・々は　話し・た・[複数]

niv1un ke5purd1un.

2

c5am1 3en1 va-ror5 p5-fo ro4 vi-ivu-1y, 

チャムが　一人　戦い・に　自分の・村　へ　行った・とき、

ham4 nen4, varo5 p<fo ro6 vijvu4y,

3

i tulku-r5, p5-4as 6ut8-u-d, pal ro4. 

川　を渡って行く・とき、　自分の・太鼓を　落ち・させ・た、山　に。

i tulku5, p<6as 1ut[d, pal ro6.

4

hu 4as nappy nappy 3iv-6un idyt-6un

その　太鼓は　今でも　今でも　人・々　が見・る（ことができる）・[複数]

7u 6as nappy nappy niv1un idyt1un.

5

hu pal "4as pal" hau-d-6un. 

その　山を　「太鼓　山」　と呼ん・でいる・[複数]。

7u pal 6as pal 7aud1un.

6

sik.

終わり。

sik.

2003. 12. 09.

t5ylgur5 6.

昔話　６．

t<ylgu5 6.



1

ty 1ynk, 3iv-6un t5ylgu-d-6un. 

その　昔、　人・々は　昔話をし・た・[複数]。

ty 4ank niv1un t<ylgud1un.

2

r5a0 3en1 yc5x aviny-r5, 

女性が　ひとり　夫　と結婚し・て、

5a0 nen4 yhx avin5,

3

p5-e7l1 myckylk p5xi ro4 r5or5ju-r5 vykz-d. 

自分の・子供　のまだ小さいのを　林　に　背負っ・ていっ・て　なくし・た。

p</2l4 myt;kylk p<xi ro6 5o5[5 vykzd.

4

ja1 alz1a-r5 p5-e7l1 to-r5 vi-d. 

彼女は　草の実をとり・に　自分の・子供　を背負っ・て　行っ・た。

q4 alz4a5 p</2l4 to5 vid.

5

als p5e-1y, kymly-r5

草の実　を採っ・て　考え・て

als p</4y, kymly5,

6

tas to4 p5-e7l1 si-i-d, 3i. 

ここ　に　自分の・子供　を置いて・おこう（未来）・か（終止形）、私は。

tas to6 p</2l4 siid ni.

7

la4 kikr u4 idy-r5, la4 vai ro4 p5-e7l1 si-r5, 

雲を　上　に　見・て、　雲　の下　に　自分の・子供　を置い・て、

la6 kikru6 idy5, la6 vai ro6 p</2l4 si5,

8

vi-r5 als p5e-d. 

行っ・て　草の実　を採っ・た。

vi5 als p<ed.

9

als p5e-ror5, la4 r5y-1y, ja la4 ui6-e. 

草の実　を摘んで・から、　雲を　見・ると、　その・雲は　無かっ・たのだ。

als p</ro5, la6 5y4y, q la6 ui1e,

10

3u3k p5-e7l1 1an6-ror5, p5-r5af to4 vi-d.

少し　自分の・子供　を探し・てから、　自分の・家　に　行っ・た。

n[n;k p</2l4 4an1ro5, p<5af to6 vid.

11

p5-r5av u4 p5-yc5x k5er-r5, 

自分の・家　で　自分の・夫　に話し・て、

p<5avu6 p<yhx k<er5, 

12

p5-e7a1 p5-e7l1 vykz-d furu. 

遠くで（？）　自分の・子供　をなくし・て　という話をした。

p</2a4 p</2l4 vykzd furu. 

13

j-yc5x p5-mam 1ax-r5 6usu-d, tav ux

彼女の・夫は　自分の・妻を　罰し・て　追い出し・た、家　から。

jyhx p<mam 4ax5 1usud, tavux.

14

3iv-6un it-d-6un, cai ja1 yc5x iv-d-lo.

人・々は　言っ・た・[複数]、　再び　彼女に　夫は　ある・の・か（いや、ないだろう）。

niv1un itd1un, tqi q4 yhx ivdlo.



15

sik.

終わり。

sik.

2003. 12. 09.

t5ylgur5 7. "milk e7l1"

昔話　７．　「化け物の　子供」

t<ylgu5 7. ^milk /2l4&

1

3iv1 t5ylgu-r5. 

ひとは　昔話をし・た。

niv4 t<ylgu5

2

i xomi r5a0 men1 hunv-d-6un. 

川　のそばに　　女性　3人が　住んでい・た・[複数]。

i xomi 5a0 men4 7unvd1un.

3

nanx hara j-asq hara als fe-t i3-ta, 

姉　と　その・妹　と　草の実　を摘ん・で　食べ・て、

nanx 7ara qs3 7ara als fet in;ta, 

4

c5o 1an6-t i3-ta, hymci-t hunv-ta. 

魚　を獲っ・て　食べ・て、　そうし・て　暮らしてい・た。

ho 4an1t in;ta, 7ymtit 7unvta.

5

alz 1a-t in vi-1y, alz 1a-tot, 

草の実　を摘み・に　彼らは　行・き、　草の実　を摘ん・でから、

alz 4at in vi4y, asz 4atot,

6

p5-r5af to4 p5r5y-ivu-1y, 

自分の・家　に　帰・ろうとする・と、

p<5afto6 p<5yivu4y

7

e7l1 qa6oi-t in my-d-6un. 

子供が　泣い・て　彼らは　聞い・た・[複数]。

/2l4 3a1oit in myd1un.

8

p5xi ux nud e7l1 qa7oi-rym-d...

森　で　何の　子供が　泣い・てい・る（のか）

p<xi ux nud /2l4 3a2uirymd...

9

in idy-1y myckylk e7l1 3en1, 

彼女らが　見る・と　小さな　子供が　一人、

in idy4y myt;kylk /2ln4 nen4,

10

caq mi fi-r5 qa7oi-rym-d. 

ゆりかご　の中　にい・て　泣い・てい・た。

tq3 mi fi5 3a1oirymd.



11

hu e7l1 o1ar-t in tafto4 6e-d-6un. 

その　子供　を可哀相に思っ・て　彼らの　家　に　持ち帰っ・た・[複数]。

7u /2l4 o4art in tafto6 1ed1un.

12

p5-r5af to4 r5ori-t, jar5-t ja1 q5ok-ta, 

自分の・家　に　連れ帰っ・て　食べさせ・て　眠ら・せ・て、

p<5afto6 5orit q5t q4 a6 3<okta, 

13

pat hai-1y nanx alz 1a-r5 vi-ra,

翌日　になっ・て　姉が　草の実　を摘み・に　行く・と

pat 7ainy q4 nanx alz 4a5 vira, 

14

j-asq p5-r5af pi-r5 p5ifry-ra, 

彼女の・妹は　自分の・家　にい・て　留守番をしてい・て

qs3 p<5af p<i5 p<ifryra, 

15

i3k je-ra, p5-e7l1 ar5-ra, ha-ror5 c5a4 1a-r5 vi-d. 

食べ物　を煮・て、　自分の・子供　に食べさせ・て、　そうし・てから　水　を汲み・に　行っ・た。

in;k e5a, p</2l4 a5ra, 7aro5 ha6 4a5 vid.

16

t2a4 p5e-ror5, p5-r5af to4 pr5y-ivu-r5, my-d. 

水を　汲ん・でから、　自分の・家　に　帰・ろうとし・て、　聞い・た。

ha6 p<ero5, p<5af to6 p5yivu5, myd.

17

taf mi ux taud vyr5k lo, qoju-rymd. 

家　の中　で　誰　だろう　か、　騒い・でい・た。

taf mi ux taud vy5k lo... 3o[rymd.

18

ku huty r5ylx-r5, t5yr-1y, idy-r5, 

矢の（？）　穴　をあけ（？）・て、　見る・と、　見・て、

ku 7uty 5ylx5, t<yr4y, idy5, 

19

in e7l1, p5-caq hiz-6ar-r5, 

彼女らの　子供は、　自分の・ゆりかご　を身につけ・終わっ・て（外してしまって？）、

in /2l4, p<tq3 7iz1ar5, 

20

qoin 6ir5 polo6-r5, caqo 6ir5 kezju-r5

走り　で　わめい・て　ナイフ・を　研い（？）・で

3loin1i5 polo15, tq3o 1i5 kez[5,

21

ja1 pr5y-7ai, 3i i3-6ari-d-ra.

彼女が　帰った・なら、　私は　食べ・てしまうの・だ・ぞ。

q4 p5y2ai, ni in;1aridra, 

22

hu r5a0 kyml-y-r5, myckylk e7l1 hymti-d-la....

その　女性は　考え・[挿入母音]・て、　小さな　子供が　こんな風・である・か。

7u 5a0 kymly5, myt;kylk /2l4 7ymtidla...

23

r5y r5yl6-1y, idy-1y, 

戸　を開け・て、見る・と、

5y 5yl14y, indy4y, 

24

j-e7l1 p5-2aq mi fi-r5 p5-vypy-r5 q5o-rym-d. 

彼女の・子供は　自分の・ゆりかご　の中　にい・て　揺れ（？）・て　眠っ・てい・た。

e2l4, p<sq3 mi fi5, p<vypy5 3<orymd.



25

ja-nanx pr5y-1y, alz 1a-r5, j-asq p5-nanx her5-d. 

彼の・姉が　来・て、　草の実　を摘ん・で、　彼の・妹は　自分の・姉　に語っ・た。

qnanx p5y4y, alz4a5, qs3 p<nanx 7erd.

26

hymti hymti fur it-r5,

こんなふう、　こんなふう　と語っ・て、

7ymti 7ymti furit5, 

27

hu1 e7l1 gan, cai mu6v1 ha-1y, 

その　子供　が　[強調]、　また　昼　になっ・て、

7u4 /2l4 gan, tqi mu1v4 7a4y, 

28

j-asq pxi ro4 alz pe-r5 vi-d.

彼女の・妹が　平原　へ　草の実　を採り・に　行っ・た。

qs3 pxi ro6 als p<e5 vid.

29

ja-nanx p5ifry-ra, i3k je-ra, myckylk ar5-ra, 

彼女の・姉は　留守番をし・て、　食事を　煮・て、　小さいの　に食べさせ・て、

qnanx p<ifryra, in;k era, myt;kylk a5ra,

30

ha-ror5 pxi ro4 c5xar5 1a-r5 vi-d. 

そうし・てから　平原　へ　薪木　を集め・に　行っ・た。

7aro5, pxi ro6 hxa5 4a5 vid.

31

c5xar5 vap-r5 p5-r5af to4 pr5y-ivu-1y, 

木　を担い・で　自分の・家　に　帰・ろうとする・と、

hxa5 vap5 p<5af to6 p5yivu4y, 

32

nud vyr5k lo, in taf mi fi-r5 qoju-r5ym-d.

何　だろう　か、　彼女らの　家　の中　にい・て　騒い・でい・る。

nud vy5k lo, in taf mi fi5 3o[5ymd.

33

ku huty, alx-r5 idy-1y, 

矢の（？）　穴を、開け・て　見る・と、

ku 7uty, alx5 idy4y, 

34

in e7l1 p5-2aq hiz-6ar-r5, 

彼女らの　子供が　自分の・ゆりかご　を身につけ・終わっ・て（外してしまって？）

in /2l4 p<sq3 7iz1ar5, 

35

caqo gin gir5 kzju-r5 qoju-rym-d.

ナイフ　などを　研い（？）・で　騒い・でい・た。

tq3o gin gi5 kz[5 3o[rymd.

36

"hu r5a0-6un pr5y-7ai in 3i-7ari-d-ra. "

あの　女性・たちが　帰っ・たら　彼女ら　を食べ・てしまうの・だ・ぞ。

^7u 5a01un p5y2ai in ni2aridra.& 

37

ja1-nanax ika kloi-6-ra, p5-asq or-r5. 

彼女の・姉は　すぐに（？）　走ら・せ（？）・た、　自分の・妹　を起こし・て。

q4nanax ika kloi1ra, p<as3 or5.

38

p5-asq or-1y er4 it-r5, 

自分の・妹　を起こし・て　彼女に　言っ・て、

p<as3 or4y /r6 it5, 



39

kloi-n-ate, kloi-n-ate.

走る・[未来]・しよう、　走る・[未来]・しよう。

^kloinate, kloinate.

40

men e7l1 milk e7l1 da. 

私たちの　子供は　化け物の　子供　だ。

men /2l4 milk /2l4 da.&

41

ika kloi-d-6un, kloi-d-6un. 

すぐに　走っ・た・[複数]、　走っ・た・[複数]。

ika kloid1un, kloid1un.

42

milk e7l1 in ari naf, 

化け物の　子供は　彼女らの　後ろだった　今では、

milk /2l4 in ari naf, 

43

ja-nanx p5-e p5-al6rif to4 paz-d. 

彼女の・姉は　自分の・櫛を　自分の・うしろ　に　投げ・た。

qnanx p<e p<al1rif to6 pazd.

44

in al6av ux pil-kar5 c5xar5-kun pan-d-6un. 

彼女らの　かげ　に　大き・な　木・々が　生え・た・[複数]。

in al1avux pilka5 hxa5kun pand1un.

45

hu milk ika c5xar5-kun kavr-iju-r5 i3-6-ra.

その　化け物は　すぐに　木・々を　無く・しようとし（？）・て　食べ・たの・だ。

7u milk ika hxa5kun kavri[5 in;1ra.

46

hu c5xar5-kun 3i-6ai-ror5, in ari-r5 kloi-d. 

その　木・々を　食べ・終わっ・てから、　彼女らの　後になっ・て　走っ・た。

7u hxa5kun ni1airo5, in ari5 kloid. 

47

2ag-6un kloi-6-ra, kloi-6-ra.

女性・たちは　走ら・せ・た、　走ら・せ・た。

5a01un kloi1ra, kloi1ra, 

48

hu milk ax in voiny-r5,

その　化け物・によって　彼らは　捕ま（りそうにな）っ・て

7u milk ax in voiny5, 

49

j-asq p5-murr5 p5-al6af to4 paz-d.

彼女の・妹が　自分の・帯を　自分の・後ろ　に　投げ・た。

qs3 p<mur5 p<al1afto6 pazd. 

50

in al6av ux myckylk i huk-rym-d. 

彼女らの　後ろ　に　小さな　川が　流れ・てい・た。

in al1avux myt;kylk i 7ukrymd.

51

hu milk ika t2a4 ta-6-ra, 

その　化け物は　すぐに　水　を飲ん・だ・のだ、

7u milk ika ha6 ta1ra, 

52

c5a4 ta-d c5a4 ta-d, hur-ju-r5, hur-ju-r5,

水　を飲ん・だ、　水　を飲ん・だ、　ごくっとやっ・て、　ごくっとやっ・て

ha6 tad ha6 tad, 7ur;[5, 7ur;[5, 



53

hu c5a4 ta-6ar-r5, in ari t8ai kloi-d kloi-d. 

その　水　を飲み・終わっ・て、　彼は　後を　また　走っ・た　走っ・た。

7u ha3 ta1ar5, in ari tqi kloid kloid.

54

hu r5a0-6un, ary p5ermu-d. 

その　女性・たちは、　もうほとんど　疲れて死ぬ（？）・のだ。

7u 5a01un, ary p<ermud.

55

i ak-d-6un. 

川　に着い・た・[複数]

i akd1un

56

i taqr ux atkyc5x 3en1 hup-r5 hunv-d. 

川　の対岸　に　おじいさんが　ひとり　座っ・て　い・た。

i ta3rux atkyhx nen4 7up5 7unvd.

57

in polo6-d-6un. 

彼女らは　叫ん・た・[複数]。

in polo1d1un.

58

"atkyc5x-a, 3in osqu-ja, e7o-r5 e7o-r5."

「おじいさん・よ、　私たち　を渡して・ね、　急い・で　急い・で」

^atkyhxa, nin os3uq, /2o5, /2o5.&

59

atkyc5x it-r5, 

おじいさんは　言っ・て、

atkyhx it5, 

60

"3i p5-1acx y an. 

「私は　自分の・足が　ああ　痛い。

^ni p<4at;x yan. 

61

c5in ax 3i-1acx titiv-n, josk-ai-ve. 

あなたたち　に　私の・足を　道にして（？）　渡ってください（？）。

hin ax ni4at;x titivn, \skaive.

62

3i-vixty zicf kai-ve. 

私の・膝　を踏む　ことのないように・してください。

nivixty zit;f kaive.

63

c5in pixty zicv-7ai, 

あなたたちが　膝を　踏む・ならば、

hin pixty zit;v2ai,

64

atkyc5x y a-i-n, c5in i ro4 kut-i-d-6un da."

じいさんは　あ・あ・あ（痛くて）、　あなたたちは　川　に　落ちる・[未来]・[終始]・[複数]　よ」

atkyhx yain.&

65

r5a0-6un pixty alm-t, tuk to4 pr5y-d-6un. 

女性・たちは　膝を　避け（？）・て、　こっち　へ　来・た・[複数]。

5a01un pixty almt, tukto6 p5yd1un.

66

in atkyc5x komi fi-1y, 

彼女らは　おじいさん　のそばに　い・て

in atkyhx komi fi4y, 



67

i takr ux hu milk ax polo6-rym-d.

川　の対岸　から　あの　化け物　に　叫・ばせ・ていた。

i takrux 7u milk ax polo1rymd.

68

"atkyc5x-a, 3-osqo-ja".

「おじいさん・よ、　私・を渡し・なさい」

^atkyhxa, n\s3oq.&

69

atkyc5x it-r5, 

おじいさんは　言っ・て、

atkyhx it5,

70

3-1acx ux amam-r5 pr5y-ja. 

私の・足　を　歩い・て　来・なさい。

^n;4at;x ux amam5 p5yq.

71

urgu-r5 3-fixty zicv-ja."

よ・く　私の・膝を　踏み・なさい」

urgu5 n;fixty zit;v q.&

72

hu milk pixty zicv-1y, atkyc5x y a-r5, 

その　化け物は　膝を　踏む・と、　おじいさんは　ああ　痛くなっ・て、

7u milk pixty zit;v4y, atkyhx, ya5, 

73

ja1 1acx tur5tur5 ha-1y, 

彼は　足を　グラグラ（？）　させ・て、

q44at;x tu5tu5 7a4y,

74

hu milk i ro4 pa kuc-r5, 

この　化け物は　川　に　ザブンと　落ち・て、

7u milk i ro6 pa kut;5,

75

i ux polo6-r5 1akzla-d. 

川　で　叫ん・で　溺れ・た。

i ux polo15 vi5 4akzlad.

76

sik. 

終わり。

sik

2003. 12. 16.

（たんぎく　いつじ・東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究センター非常勤研究員）


